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第4章 2 「合成変換と逆変換」 第3回

1. 線形変換 f, g を表す行列をそれぞれ A =
1 −2

3 4
, B =

3 1

4 −1
とする．次の線形変換を表す行列と，

その線形変換による点 (1, −1)の像をそれぞれ求めよ．

(1) 合成変換 f ◦ g (2) 合成変換 g ◦ f

2. 行列 2 5

1 3
,

0 −1

1 0
で表される線形変換をそれぞれ f , gとするとき，次の線形変換を表す行列を求めよ．

(1) f の逆変換 f−1 (2) gの逆変換 g−1 (3) f ◦ gの逆変換 (f ◦ g)−1

3. 線形変換 f を表す行列を 2 −1

1 2
とする．このとき，点 P′(−1, 1)に移されるもとの点 Pの座標を求めよ．

4. 行列 2 3

1 0
で表される線形変換 f によって，直線 x− 8y = 9に移されるもとの図形を求めよ．




